　　2015年度の事業報告書

ほんにかえるプロジェクト
１　事業の成果

主な支援対象である受刑者たちは本会の支援を受けて更生に対しての意欲と意識も高まり、社会からの孤立を解消し、人生に希望をもてるようになったという。感謝の手紙が毎日のように事務局に届き、励みになると同時に、受刑者の多くは更生したいと真剣に考えており、その手助けになったと確信しました。

本会は設立趣旨に沿って、元受刑者をはじめ、精神または身体にハンディを持つ方、路上生活の方が主たる当事者として、支援者のご協力のもと運営を行ってきました。ふだんは支援される側に立っていた当事者たちは自分たちにもできることから始め、受刑者の更生支援という、いま社会で最も必要とされる安全安心して暮らせる社会をつくる活動に参加し、社会貢献することで自分たちの人間としての尊厳も取り戻してきました。
体感治安を悪くしている要因である受刑者の出所後の再犯は決して受刑者たちの更生意欲が低いわけではありません。いろいろな事情で社会的弱者となってしまった方たちに対してのセーフティネットがあまりにも脆弱で、多くの受刑者は更生したくても、その方法を教えてくれる人もいなければ、手助けしてくれる人もいません。それでは社会からの孤立は解消されず、再び犯罪に走る確率が高くなります。本会の活動はこのニーズに応えようと立ち上げ、わずか一年間で100名以上の入会があり、さらに多くのご賛同をいただき、約7000冊の書籍の寄付をいただきました。
２　事業の実施に関する事項
	事業名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数

	受刑者向けの書籍無料提供事業
	書籍無料提供事業は書籍の寄付を受け、受刑者個人に郵送及び刑務所に出向き、書籍を贈呈する活動。
	2015年9月30日設立日から2016年3月31日の期間
	事務局
	12名
	受刑者会員34名に50回にわたり、200冊の書籍の無料提供を実施しました。

	受刑者向けの購入代行事業
	刑務所で販売されている物品が割高のため、経済的に余裕がない受刑者向けに書籍・メガネ等の購入代行を行う活動。
	2015年9月30日設立日から2016年3月31日の期間
	事務局
	2名
	受刑者会員34名のために200回、約600個の商品の購入代行を実施しました。

	受刑者向けの交流・文通事業
	更生を促す目的で主に刑務所内の会員と刑務所外の会員およびボランティアスタッフとの間で面会及び文通を行う活動。
	2015年9月30日設立日から2016年3月31日の期間
	全国各地の25か所の刑務所
	約15名
	受刑者会員34名と入会希望者30名に合計400通の手紙を送り、25回の面会を実施しました。

	受刑者向けのネット検索事業

	主に出所後の住居確保、仕事先の確保のための情報収集を手助けし、受刑生活を有意義かつ文化的にするためにネットを通じて一般社会の情報を提供する活動。
	2015年9月30日設立日から2016年3月31日の期間
	全国各地の25か所の刑務所
	6名
	受刑者会員34名と入会希望者30名から約200件の依頼を受け、5000枚のプリントアウトを提供した。

	グッズ作成販売事業・かえる工房
	受刑者やホームレスの方、障がい者の方のアート作品を代行販売するほか、ボランティアスタッフが提供し、または寄付された作品を販売し、収益を本会の活動資金に充てています。
	2015年9月30日設立日から2016年3月31日の期間
	事務局とケベック・カリタス修道女会と西原瑛子宅の3か所で
	6名
	約700枚のポストカードを作成販売し、22,340円の売り上げがありました。

	カウンセラー事業

	元受刑者をはじめ、ホームレス及び障がい者などのボランティアスタッフを対象にカウンセリングを行う活動。
	2015年9月30日設立日から2016年3月31日の期間
	事務局
	2名
	4名に合計20時間のカウンセリングを実施しました。
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